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2議長年頭所感

  

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
初

春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
町
政
の
発
展
と
議
会
運
営

に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

今
日
、
国
の
内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
時
期

に
遭
遇
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行
政
に
お
き
ま

し
て
も
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ
る
運
営
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

国
は
地
方
創
生
を
積
極
的
に
推
進
し
、
人
口
減

少
問
題
に
取
組
ん
で
い
く
事
と
な
り
、
そ
れ
を
う

け
て
町
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
４
つ
の
基
本
目
標
と
具
体
的
施
策
を
掲

げ
動
き
だ
し
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
目
の
前
の
現
象

を
悲
観
的
に
捉
え
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
取
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

  

新
年
を
契
機
に
、
議
員
一
同
、
心
を
新
た
に
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
と
ご
期
待
に
沿
う
べ
く
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
て
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
年
の
干
支
は
申さ
る

。
世
界
に
は
１８０
種
類
に
及
ぶ

サ
ル
が
い
る
そ
う
で
す
。
基
本
的
に
熱
帯
で
生
活

す
る
動
物
の
中
に
あ
っ
て
、
た
だ
一
種
、
日
本
の

固
有
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
だ
け
が
厳
冬
の
季
節

を
耐
え
抜
く
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ

の
生
き
る
姿
は
、
ど
ん
な
環
境
で
も
耐
え
、
努
力

す
る
人
に
重
な
り
ま
す
。

　
「
合
併
１０
周
年
」
の
節
目
の
年
は
過
去
の
経
験
を

糧
に
心
機
一
転
、
再
出
発
の
よ
い
機
会
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
と
、
ご

健
康
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

三
種
町
議
会

議　

長

金　

子　

芳　

継

副
議
長

加　

藤　

彦
次
郎

議　

員

大　

澤　

和　

雄

宮　

田　

幹　

保

安　

藤　

賢　

藏

三　

浦　
　
　

敦

清　

水　

欣　

也

工　

藤　

秀　

明

高　

橋　
　
　

満

石　

井　

秀　

基

鈴　

木　

一　

幸

小　

澤　

高　

道

成　

田　

光　

一

後　

藤　

栄
美
子

堺　

谷　

直　

樹

伊　

藤　

千　

作

平　

賀　
　
　

真

児　

玉　

信　

長

            　
　
　
　

（
議
席
順
）

本
年
も
よ
ろ
し
く

 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

三
種
町
議
会
議
長　

金　

子　

芳　

継

年 

頭 

所 

感
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3 補正予算の内容、議案一覧

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額
●一般会計 112億6,373万9千円 2億  408万5千円 114億6,782万4千円
【主な歳出】

事　　業　　内　　容 事 業 費
財　　源

国 県 町

クアオルト促進事業（モニターツアーへの助成等） 490万  　円 458万  　円 32万  　円

ふるさと納税の寄附に対する謝礼とシステム利用料 3,356万9千円 3,356万9千円

定住対策費（空き家利活用のための改修費、シェア
ハウス改修、ふるさと体験ツアー補助等） 245万7千円 243万  　円 2万7千円

新規農業法人設立に伴う農地中間管理機構集積協力金 2,250万8千円 2,250万8千円

除雪に関する燃料費、業務委託料 8,400万  　円 8,400万  　円

小学校管理費（森岳小学校防火施設改修費等） 210万  　円 210万  　円

ふるさと納税に伴うふるさと元気づくり基金積立金 4,660万  　円 4,660万  　円

ふるさと納税、大幅アップ！ 平成27年12月定例会
補正予算の内容

●特別会計

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 28億3,438万2千円 △2,735万2千円 28億　703万  　円

後期高齢者医療特別会計 1億6,974万  　円 118万2千円 1億7,092万2千円

農業集落排水事業特別会計 1億6,365万7千円 156万8千円 1億6,522万5千円

介護保険事業勘定特別会計 28億　689万9千円 10万  　円 28億　699万9千円

介護サービス事業勘定特別会計 3,040万5千円 10万  　円 3,050万5千円

●水道事業会計

区　　　　　　　分 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

収益的支出 1億5,221万5千円 148万5千円 1億5,370万  　円

資本的支出 7,845万4千円 130万  　円 7,975万4千円

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

報告 指定管理者の制定 そ　の　他 条例の制定・改正 平成27年度予算 区分 審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

専
決
処
分
の
報
告
（
公
用
車
自
損
事

故
に
係
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
件
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
八
竜
多
目
的
健
康
広
場
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
八
竜
健
康
保
養
施
設
・
八
竜

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
）

能
代
市
山
本
郡
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
規
約
の
一
部
変
更

町
道
路
線
の
認
定

町
道
路
線
の
廃
止

能
代
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
協
定
の
締
結

入
湯
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
係

る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算
の
補
正

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
の
補
正

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

一
般
会
計
予
算
の
補
正

議　
　

案　
　

名

－ 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 賛成 採決
状況－ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 反対

報告 可決 可決 可決 可決可決 可決 可決 可決 可決 可決可決可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 結果
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4議案審議

議 

案 

審 

議

  

一
般
会
計
予
算
の
補
正          

問
三
種
町
誕
生
１０
周
年
記
念
看
板
設
置

に
関
す
る
予
算
と
し
て
５９
万
７
千
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
看

板
で
設
置
時
期
は
い
つ
な
の
か
。

答
本
庁
舎
、
山
本
・
琴
丘
両
総
合
支
所

の
玄
関
に
看
板
を
設
置
す
る
。
設
置

時
期
は
合
併
し
た
３
月
２０
日
か
ら
で
あ
る
。

問
合
併
１０
周
年
の
記
念
と
な
る
看
板
で

あ
る
た
め
、
事
務
的
な
も
の
で
は
な

く
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
入
れ
る
な
ど
、

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を
放
つ
よ
う
な
看
板
に

す
べ
き
で
あ
る
。

答
１０
周
年
の
記
念
の
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
教
育
費
の
修
繕
料
２１０
万
円
の
詳
細
は
。

答
森
岳
小
学
校
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
繕

料
１７５
万
円
と
琴
丘
小
学
校
漏
水
修

理
費
３５
万
円
で
あ
る
。

問
高
性
能
林
業
機
械
導
入
事
業
補
助
金

１３４
万
８
千
円
は
、
ど
こ
に
交
付
す
る

の
か
。
ま
た
、
こ
の
機
械
は
ど
う
い
う
機

械
で
価
格
は
い
く
ら
な
の
か
。

答
こ
の
機
械
は
、
従
来
チ
ェ
ン
ソ
ー
で

行
っ
て
い
た
立
木
の
伐
倒
・
枝
払

い
・
玉
切
り
の
各
作
業
と
玉
切
り
し
た
木

材
の
集
積
作
業
を
一
貫
し
て
行
う
自
走
式

機
械
で
あ
る
。
作
業
員
の
高
齢
化
に
対
応

す
る
白
神
森
林
組
合
の
事
業
に
対
す
る
補

助
金
で
あ
り
、
事
業
費
は
２
千
７５４
万
円

で
あ
る
。

問
ク
ア
オ
ル
ト
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
助
成

金
４２０
万
円
の
詳
細
は
。

答
町
内
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
方
々
を

対
象
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
狙
い

と
し
た
日
帰
り
コ
ー
ス
。

　

県
内
の
報
道
機
関
と
旅
行
関
係
者
に
参

加
し
て
も
ら
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

１
泊
２
日
コ
ー
ス
。

　

県
外
や
首
都
圏
の
町
と
関
連
あ
る
企
業

が
、
福
利
厚
生
事
業
に
ク
ア
オ
ル
ト
を
実

践
し
て
も
ら
う
２
泊
３
日
コ
ー
ス
な
ど
を

対
象
に
助
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
は
１１
月
末
現
在
で
約

５
千
３００
件
、
納
税
額
で
６
千
６００
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
謝
礼
と

し
て
２
千
６９１
万
６
千
円
の
補
正
予
算
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
の
納
税
額
は
昨

年
と
比
べ
て
も
突
出
し
て
伸
び
て
い
る
。

６
段
階
あ
る
返
礼
コ
ー
ス
で
一
番
多
い
の

は
何
か
。

答
納
税
額
で
件
数
が
一
番
多
い
の
は

１
万
円
か
ら
１
万
５
千
円
の
段
階

で
、
返
礼
品
の
中
で
は
肉
類
が
圧
倒
的
に

多
い
。

問
ふ
る
さ
と
体
験
ツ
ア
ー
補
助
金
１００
万

円
を
補
正
し
て
い
る
が
、
実
施
時
期

と
予
定
人
数
は
何
人
な
の
か
。
ま
た
、
複

数
回
参
加
し
て
い
る
人
に
は
、
定
住
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
情
報
を
送
信
す
る
な
ど

手
厚
い
対
応
を
す
べ
き
で
あ
る
。

答
首
都
圏
か
ら
の
体
験
ツ
ア
ー
を
呼
び

込
む
形
を
想
定
し
て
お
り
、
１
人

５
万
円
の
２０
名
で
計
画
し
て
い
る
。
定
住

に
つ
い
て
は
簡
単
に
は
答
を
出
せ
な
い
方

が
大
半
で
あ
る
。

問
地
域
雇
用
創
出
推
進
事
業
費
補
助
金

３００
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
て
お
り
、

活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
事
業
内
の
新
規
雇
用
奨
励
事
業
と
店

舗
等
増
改
築
事
業
、
機
械
設
備
投
資
事
業

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
。答

平
成
２７
年
度
は
新
規
雇
用
奨
励
事
業

に
よ
り
、
雇
用
が
１６４
人
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
店
舗
等
増
改
築
事
業
で
は
エ
ア

コ
ン
修
理
や
フ
ロ
ア
の
張
替
え
な
ど
が
行

わ
れ
、
機
械
設
備
投
資
事
業
で
は
建
設
会

社
の
重
機
、
縫
製
会
社
の
大
型
ミ
シ
ン
、

製
麺
所
の
製
麺
機
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
や

介
護
車
輌
の
整
備
な
ど
、
補
助
金
は
幅
広

い
業
者
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

クアオルトに汗を流す参加者

合併１０周年記念マークと
キャッチフレーズ
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清
水
国
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

大
筋
合
意
を
受
け
、
農

業
の
保
護
や
成
長
促
進
、
工
業

の
振
興
な
ど
各
分
野
に
ま
た
が

る
政
策
大
綱
を
発
表
し
た
。

　

県
も
、
農
業
対
策
本
部
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
農
業
対
策
県
民
会
議
を
設

置
し
、
独
自
支
援
策
の
検
討
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

私
達
の
町
で
も
、
こ
の
よ
う

な
国
や
県
の
動
き
を
受
け
、
三

種
町
独
自
の
対
応
を
検
討
す
る

手
立
て
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
農
業
対
策
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
そ
の
関

係
予
算
に
は
多
種
多
様
な
補
助

金
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
の
協
議
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
分
か
れ
て
設

置
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
施
策
全

体
が
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
一
つ
の
契
機

に
し
て
、
こ
れ
ら
町
の
農
業
全

体
を
見
直
す
と
い
う
の
は
ぜ
ひ

必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い

て
も
っ
と
活
発
な
議
論
を
す
る

場
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。

　

対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
即
断
で
き
な
い
が
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

中
小
規
模
農
家
支
援

策
を
強
化
せ
よ

町
長  

来
年
度
予
算
の

中
で
検
討
す
る

清
水
最
近
の
農
業
対
策
は
、

国
も
県
も
わ
が
町
も
担

い
手
等
の
大
規
模
農
家
の
育
成

に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
、
農
作
物
の

販
売
に
よ
っ
て
家
庭
経
済
を
維

持
し
て
い
る
中
小
規
模
農
家
は

多
数
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
農
家
を
切
り
捨
て
て
地
方
創

生
も
人
口
減
少
対
策

も
あ
り
得
な
い
。

　

中
小
規
模
農
家
の

支
援
に
つ
い
て
は
、

町
の
総
合
戦
略
に
も

位
置
づ
け
ら
れ
た
ほ

か
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
と
ら
え

て
要
望
し
て
き
て
い

る
。

　

来
年
度
予
算
に
は
、
中
小
規

模
農
家
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

た
め
の
思
い
切
っ
た
対
策
を
盛

り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長
本
町
の
経
済
構
造
は
、

商
工
業
も
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
が
、
地
域
経
済

の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
や
は

り
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
経
済

が
豊
か
に
な
り
、
農
家
所
得
が

増
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
十
分
承
知
を
し
て

い
る
。

　

中
小
規
模
農
家
支
援
対
策
に

つ
い
て
は
、
所
得
や
規
模
の
要

件
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
補
助

金
も
数
多
く
予
算
化
さ
れ
て
お

り
、
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く

幅
広
く
支
援
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

な
お
、
畑
作
物
に
は
可
能
性

が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
米
作
か
ら
畑
作

へ
と
い
う
流
れ
を
促
進
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
来

年
度
予
算
の
中
で
、
中
小
の
農

家
を
対
象
に
し
た
施
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
夢
プ
ラ
ン
支
援
事

業
補
助
金
の
拡
充
を

町
長  

前
向
き
に
検
討

す
る

清
水
県
の
事
業
で
あ
る
農
業

夢
プ
ラ
ン
支
援
事
業
と

同
じ
よ
う
な
内
容
で
、
中
小
規

模
農
家
を
対
象
と
し
た
町
単
独

の
補
助
金
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
県
補
助
金
の
農
業
夢

プ
ラ
ン
支
援
事
業
補
助
金
の
補

助
率
を
、
現
在
、
県
３
分
の
１
、

町
６
分
の
１
、農
家
２
分
の
１
、

と
な
っ
て
い
る
負
担
割
合
を
、

県
３
分
の
１
、
町
３
分
の
１
、

農
家
３
分
の
１
に
見
直
し
し
、

農
家
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。 

町
長
こ
の
提
案
に
関
し
て
は
、

私
の
考
え
と
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
前
向
き
に

検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

清水 欣也 議員

平成２８年度予算には農業予算の十分な配分を
～中小規模農家への支援を強化せよ～

町長  農業夢プラン補助金の拡充を検討する

活発な議論が望まれる農業
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石
井
県
内
の
市
職
員
に
よ
る
、

税
金
着
服
事
件
や
汚
職

事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
男
鹿

市
で
は
税
務
課
職
員
に
よ
る
税

金
の
着
服
事
件
、
仙
北
市
で
は

市
民
生
活
課
職
員
に
よ
る
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
管
理
業
務

を
め
ぐ
る
贈
収
賄
事
件
が
あ

り
、
市
民
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
当
町

の
こ
れ
ら
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
教
育
と
防
止
策
は
十
分
か
。

町
長
本
町
の
取
組
み
と
し
て
、

職
員
に
よ
る
違
法
行
為

や
職
員
の
不
注
意
等
に
起
因
す

る
事
務
処
理
ミ
ス
な
ど
の
不
祥

事
を
防
止
す
る
目
的
で
、
平
成

２５
年
２
月
に
「
三
種
町
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
行
動
指
針
」
を
作

成
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、

町
職
員
の
服
務
義
務
や
公
務
員

倫
理
、
あ
る
い
は
業
者
等
の
利

害
関
係
者
と
の
か
か
わ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
て
、
臨
時
や
非

常
勤
職
員
を
含
め
た
全
職
員
に

対
し
研
修
を
義
務
づ
け
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
意
識
喚

起
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

石
井
仙
北
市
は
事
件
発
生
後
、

不
正
防
止
策
と
し
て
随

意
契
約
時
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と

だ
が
当
町
で
は
策
定
し
な
い
の

か
。

　
総
務
課
長

本
町
に
は
財
務
規

則
で
規
定
さ
れ
て

い
る
た
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
す
る
予
定
は
な
い
。

高
齢
者
（
認
知
症
）
の

徘
徊
な
ど
の
防
止
策
は

町
長  

先
進
事
例
の
検
証

と
あ
わ
せ
、
検
討
が
必
要

石
井
町
内
で
高
齢
者
に
よ
る

徘
徊
や
行
方
不
明
に
よ

る
捜
索
が
あ
っ
た
。
全
国
的
に

も
認
知
症
の
高
齢
者
に
よ
る
徘

徊
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
家
族

も
本
人
が
認
知
症
だ
と
気
づ
か

な
い
ま
ま
、
あ
る
日
突
然
姿
を

消
し
行
方
不
明
に
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
早
期

に
見
つ
か
ら
な
い
場
合
そ
の
捜

索
は
消
防
、警
察
、地
域
の
方
々

に
よ
る
大
が
か
り
な
も
の
に
な

る
。
人
命
第
一
の
観
点
か
ら
、

当
町
の
認
知
症
の
現
状
と
防
止

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
平
成
２６
年
度
で
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
１
千

５１８
人
の
う
ち
、
ラ
ン
ク
２
段
階

以
上
の
認
知
症
と
さ
れ
た
方
は

１
千
１５１
人
で
、
全
体
の
７５.８
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ

数
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
認
知

症
の
方
の
人
数
、
割
合
と
も
増

え
る
状
況
に
あ
る
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
各

自
治
会
、
団
体
で
、

介
護
保
険
や
介
護

予
防
に
つ
い
て
の

講
座
や
学
習
会
を

開
催
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
認
知
症
へ

の
理
解
と
対
応
に

つ
い
て
呼
び
か
け

て
い
る
ほ
か
、
家

族
介
護
者
交
流
会

に
お
い
て
も
、
話

し
合
い
と
交
流
を

深
め
て
い
る
。

石
井
他
町
で
も
行
っ
て
い
る

よ
う
に
、
徘
徊
に
よ
っ

て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

方
を
で
き
る
だ
け
早
く
家
族
の

も
と
へ
お
返
し
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
探

査
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
地
域
全
体

に
よ
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
を
構
築

し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長

Ｇ
Ｐ
Ｓ
探
査
を
含

め
、
よ
り
効
果
的

で
、
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る

も
の
を
、
先
進
地
を
検
証
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

職員のコンプライアンス教育と防止策は十分か

　町長  法令遵守の意識喚起を図る

石井 秀基 議員

認知症予防のための脳きらきら教室
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か
。
ま
た
、
今
年
度
の
ツ
ア
ー

の
状
況
は
ど
う
か
。

町
長
移
住
者
数
は
１９
人
で
あ

る
。
ま
た
、
体
験
ツ
ア

ー
は
今
年
度
は
９
回
実
施
し
、

延
べ
３８
人
が
参
加
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
や
農
産

物
販
売
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

方
で
あ
る
。

成
田
体
験
ツ
ア
ー
参
加
者
に

対
し
て
は
、
ゆ
う
ぱ
る

を
利
用
し
た
１
泊
２
日
と
か
、

移
住
を
強
く
希
望
す
る
方
に
は

２
〜
４
週
間
と
か
の
お
試
し
移

住
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
は

ど
う
か
。

町
長
体
験
ツ
ア
ー
は
２
泊
３

日
を
基
本
と
し
て
お
り
、

参
加
者
に
は
そ
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

長
期
滞
在
希
望
者
に
は
空
き

家
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
考
え
て

い
る
。

学
校
教
育
及
び
生
涯

教
育
の
方
向
性
は

教
育
長  

今
後
、
基
本

目
標
を
定
め
る

成
田
平
成
２７
年
４
月
１
日
か

ら
改
正
教
育
行
政
法
が

施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
組
も
う
と
し
て
い

る
の
か
。

教
育
長
町
長
と
教
育
委
員
で

構
成
す
る
総
合
教
育

会
議
を
２
回
開
催
し
た
。
主
に

首
長
が
策
定
す
る
町
の
教
育
大

綱
を
ど
の
よ
う
な
内
容
に
す
る

の
か
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

今
後
、
町
の
総
合
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
基
本
目

標
を
定
め
、
内
容
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

農業所得向上の取組みは

　町長  規模の大小にかかわらず農家支援を行う

成田 光一 議員

成
田
「
三
種
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
中
で
農
業
所
得
の
向
上
に
ど

う
取
組
む
の
か
。

町
長
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
農
家
の

意
欲
が
削
が
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
規
模
の
大
小

に
関
わ
ら
ず
農
家
を
支
援
し
、

農
業
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
で

所
得
向
上
に
取
組
む
。

成
田
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
に

よ
る
不
安
解
消
の
た
め
、

有
識
者
を
招
い
て
の
講
演
会
を

開
く
と
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

町
長
早
め
の
対
応
が
必
要
で
、

生
産
か
ら
販
売
ま
で
の

幅
広
い
分
野
で
専
門
家
に
よ
る

講
演
会
や
勉
強
会
を
実
施
す
る

際
の
支
援
を
す
る
。

中
小
企
業
の
経
営
支

援
策
は   

町
長  

現
行
の
支
援
策

を
維
持
す
る

成
田
中
小
企
業
の
経
営
支
援

に
ど
の
よ
う
に
取
組
も

う
と
し
て
い
る
の
か
。

町
長
中
小
企
業
斡
旋
利
子
補

給
事
業
と
、
地
域
雇
用

創
出
推
進
事
業
の
継
続
と
拡
充

を
柱
と
し
て
実
施
し
て
い
く
。

成
田
地
元
企
業
と
の
膝
を
交

え
て
の
意
見
交
換
の
場

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

町
長
商
工
会
と
共
催
で
「
三

種
町
企
業
異
業
種
交
流

会
」
と
い
う
名
称
で
地
元
企
業

と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る

予
定
に
し
て
い
る
。

移
住
定
住
体
験
ツ
ア
ー

の
状
況
は

町
長  

体
験
ツ
ア
ー
参

加
者
は
農
業
に
関
心
あ
り

成
田
移
住
定
住
体
験
ツ
ア
ー

の
実
施
で
、
こ
れ
ま
で

に
何
人
の
方
が
移
住
し
て
い
る

移住定住体験ツアー



一
般
質
問

一般質問 8

第40号  Ｈ28.2.1

三種町 議会だより

大
澤
秋
田
市
に
あ
る
肥
料
業

者
の
製
造
し
た
肥
料
に
、

成
分
表
示
と
異
な
る
も
の
が
判

明
し
た
。

　

同
社
の
肥
料
は
、
約
７
割
が

有
機
入
り
配
合
肥
料
で
あ
り
、

有
機
栽
培
に
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、「
特
別
栽
培
農
産
物
、
有

機
農
産
物
」
と
表
示
し
て
販
売

す
る
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
適
合
し

な
い
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
全
農
は
慣
行
栽
培
農
産
物

と
し
て
出
荷
販
売
す
る
よ
う
要

請
し
た
。

　

町
内
で
も
特
別
栽
培
米
を
生

産
し
て
い
る
農
家
が
い
る
と

伺
っ
て
お
り
、
価
格
や
今
後
の

補
償
問
題
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
あ
る
の
で
は
と
懸
念
し
て

い
る
。
現
在
の
状
況
や
今
後
の

対
応
は
。

町
長
肥
料
の
偽
装
問
題
に
か

か
わ
る
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま

も
と
農
協
の
三
種
町
内
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
対
象
商
品
数
は

４３
品
目
で
、
１１
月
１２
日
か
ら
問

題
の
肥
料
の
回
収
を
開
始
し
て

い
る
。

　

県
認
証
の
特
別
栽
培
米
は
、

約
１
万
６
千
俵
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
件
で
慣
行
栽
培
米

と
し
て
取
り
扱
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
数
量
は
約
１
万
５
千
俵

と
な
っ
て
い
る
。
補
償
に
つ
い

て
は
今
後
全
農
秋
田
か
ら
具
体

案
が
示
さ
れ
る
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
補
償
が
着
実

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
農
家
や

消
費
者
に
不
利
益
が
発
生
し
な

い
よ
う
、
注
意
し
て
見
て
い
き

た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

へ
の
対
応
は  

町
長  

適
切
に
対
処
し

て
い
く

大
澤
２
０
１
６
年
１
月
か
ら
、

社
会
保
障
、
税
な
ど
の

手
続
き
の
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
。
自
己

へ
の
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
乏

し
い
納
税
や
住
民
登
録
は
と
も

か
く
、雇
用
保
険
や
医
療
保
険
、

年
金
、
生
活
保
護
、
児
童
手
当

な
ど
、
福
祉
の
給
付
と
い
っ
た

場
面
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提

示
で
き
な
け
れ
ば
面
倒
や
不
利

益
を
強
い
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
が
、
町
民
や
町
内
企
業

へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
面

で
情
報
漏
え
い
等
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

管
理
、
運
営
し
て
い
く
の
か
。

町
長
町
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
内
容
を

広
報
み
た
ね
７
月
号
で
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
９
月
号
か
ら
１２

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お

り
、
概
ね
理
解
が
得
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
町
内

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
漏
洩
防
止

に
つ
い
て
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の

設
定
や
施
錠
管
理
を
徹
底
す
る
。

　

運
用
に
つ
い
て
は
、
厳
密
な

本
人
確
認
を
行
い
、
国
の
方
針

や
指
導
に
従
い
、
適
切
な
対
処

に
努
め
て
い
き
た
い
。

表示と異なる肥料販売による農家への影響は

町長  補償が着実に進められるよう注視していく

大澤 和雄 議員

こ
の
他
に

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ
る

町
農
業
生
産
へ
の
影
響
と
今

後
の
対
応
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 マイナンバー制度のお知らせ
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高校卒業まで医療費、保育料、
　　　　　　給食費の完全無料化を

　町長  要望実現に向けて取組んで行く

伊藤 千作 議員

伊
藤
今
、
子
育
て
世
帯
の
暮

ら
し
が
非
常
に
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
教
育
費
や
子
育

て
に
も
大
変
お
金
が
か
か
る
。

　

町
と
し
て
は
、
子
ど
も
達
を

育
て
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
子
育
て
応
援
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
、
人
口
減
対

策
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
ら
ど
う

か
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
子
ど

も
の
医
療
費
を
中
学
校
卒
業
ま

で
無
料
化
し
、
県
内
で
先
進
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
こ

れ
を
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無

料
化
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み

出
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長
町
は
平
成
２４
年
か
ら
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て
き

た
。

　

こ
こ
へ
き
て
県
も
平
成
２８
年

８
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
大
さ

せ
る
方
針
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
さ
ら
に
こ
れ

に
上
乗
せ
し
、
高
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
の
実
現
に
向

け
て
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

健
康
推
進
課
長
８
月
か
ら
実

施
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
く
。

伊
藤
保
育
料
に
つ
い
て
、
各

地
の
先
進
例
に
学
ん
で

無
料
化
を
検
討
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
給
食
費
は
、
当
町
は

現
在
、
第
１
子
か
ら
第
２
子
ま

で
半
額
補
助
、
第
３
子
は
無
料

と
な
っ
て
い
る
が
、
完
全
無
料

化
に
踏
み
出
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

県
は
平
成
２８
年
度
か
ら

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
が
誕
生

し
た
場
合
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
を
無
料
化
す
る
方
針
で
あ

る
。

　

町
と
し
て
も
来
年
度
以
降
子

育
て
支
援
を
さ
ら
に
拡
充
し

て
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
は

所
得
制
限
を
設
け
ず
、
無
料
化

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

給
食
費
の
完
全
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
今
後
町
の
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
十
分
検
討
す

る
と
と
も
に
、
他
よ
り
効
果
的

な
子
育
て
支
援
の
推
進
に
努
め

る
た
め
の
支
援
策
の
拡
充
な

ど
、
総
合
的
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
治
体
臨
時
非
常
勤

職
員
の
労
働
条
件
の

改
善
を 

町
長  

４
月
か
ら
改
善

を
図
っ
て
き
た

              

伊
藤
地
方
自
治
体
の
臨
時
や

非
常
勤
職
員
は
、
正
規

職
員
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
賃
金
で

雇
用
も
不
安
定
で
あ
り
、
各
種

手
当
も
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、２
０
１

４
年
７
月
に
総
務
省
か
ら
通
知

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
取

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
４
月
よ
り
待
遇
面
の
改

善
を
図
っ
て
き
た
。

　

保
育
士
、
栄
養
士
、
調
理
師

と
い
っ
た
国
家
資
格
が
必
要
な

職
種
を
中
心
に
、
賃
金
の
引
き

上
げ
を
行
っ
た
ほ
か
、
保
育
士

等
の
一
部
職
種
に
つ
い
て
は
、

日
給
制
か
ら
月
給
制
に
切
り
替

え
、
収
入
の
安
定
を
図
っ
て
い

る
。

森岳保育園　もちつき会
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10所管事務調査報告

学
校
施
設
等
の
調
査
を
実
施

琴
丘
小
学
校
体
育
館
施
設

改
修
工
事

　

琴
丘
小
学
校
の
体
育
館
施
設
改
修
工
事

は
工
期
が
平
成
２７
年
１２
月
２５
日
ま
で
で
あ

る
が
、
工
事
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
。

　

工
事
概
要
は
、
外
壁
・
鋼
鉄
建
具
、
内

装
、
床
の
改
修
と
窓
枠
サ
ッ
シ
の
取
り
替

え
で
あ
っ
た
。
窓
枠
サ
ッ
シ
の
取
り
替
え

に
つ
い
て
は
、
窓
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
格

子
を
撤
去
し
、
強
化
ガ
ラ
ス
に
取
り
替
え

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
懸

念
さ
れ
て
い
た
体
育
館
内
の
暗
さ
は
、
今

回
の
改
修
工
事
で
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

琴
丘
小
学
校
体
育
館
照
明

工
事

　

琴
丘
小
学
校
の
体
育
館
照
明
工
事
は
工

期
が
平
成
２８
年
１
月
２９
日
ま
で
で
あ
る

が
、
工
事
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
。

　

工
事
概
要
は
、
現
在
の
照
明
器
具
を
落

下
防
止
付
き
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
取
り
替
え

る
内
容
で
あ
る
。
内
外
装
の
改
修
工
事
に

加
え
照
明
器
具
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
取
り
替

え
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
体
育
館
内
の
明

る
さ
が
保
た
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

下
岩
川
小
学
校
校
舎
外
壁

改
修
工
事

　

下
岩
川
小
学
校
の
外
壁
改
修
工
事
は
工

期
が
平
成
２８
年
１
月
２９
日
ま
で
で
あ
る
。

工
事
概
要
は
校
舎
正
面
玄
関
外
壁
の
ひ
び

割
れ
・
欠
損
部
分
の
補
修
で
あ
り
、
工
事

は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
。

付

帯

意

見

　

今
回
の
視
察
で
、
琴
丘
小
学
校
の
野
球

場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
老
朽
化
と
水
は
け
が

悪
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
目
に
止
ま
っ
た
。
ど

ち
ら
も
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
、
保
護
者

か
ら
の
要
望
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
調
査
・

改
修
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
下
岩
川
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

正
面
玄
関
の
前
に
舗
装
が
は
が
れ
た
穴
が

数
カ
所
あ
っ
た
。
児
童
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
舗
装
の
補
修
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

　

平
成
２７
年
１１
月
１６
日
に
教
育

民
生
常
任
委
員
会
に
よ
り
所
管

事
務
調
査
が
行
わ
れ
、
琴
丘
小

学
校
と
下
岩
川
小
学
校
を
現
場

視
察
し
ま
し
た
。

■
教
育
民
生
常
任
委
員
会   

所
管
事
務
調
査
報
告

改修工事中の琴丘小体育館

下岩川小校長より説明を受ける教育民生常任委員会
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11 臨時会、請願・陳情

日時：平成27年10月15日（木）

第３回 臨 時 会

日時：平成27年12月25日（金）

第４回 臨 時 会

　第３回臨時会が10月15日に開催され、工事請
負契約議案１件を否決、３議案を原案のとおり可
決決定しました。

　第４回臨時会が12月25日に開催され、６議案
を原案のとおり可決決定しました。

請 願　 陳 情   審査報告

請　　願
件　　　　　名 請  願  者  氏  名 紹介議員 付託委員会 結　果

安全保障関連２法案（国際平和支援法案、
平和安全法制整備法案）の廃案を求める
意見書採択に関する請願書

平和で豊かな能代をつくる
市民懇話会
　代表世話人　吉田　瑞穂

伊藤　千作
大澤　和雄

総　　　務
常任委員会 趣旨採択

ＴＰＰ交渉に関する請願 農民運動秋田県連合会
　　　委員長　鈴木万喜夫

伊藤　千作
大澤　和雄

産 業 建 設
常任委員会 採　 択

陳　　情
件　　　　　名 陳  情  者  氏  名 付託委員会 結　果

必要な医療・介護がうけられ、安心して
暮らせる年金制度など「社会保障の充実
を国に求める」意見書提出の陳情書

秋田県社会保障推進協議会
　　　　会長　渡辺　　淳 教育民生常任委員会 採　 択

「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改
善の実現」の意見書を求める陳情書

秋田県医療労働組合連合会
　執行委員長　泉谷みどり 教育民生常任委員会 採　 択

学校薬剤師の報酬改善についての陳情書
一般社団法人
秋田県薬剤師会
　　　　会長　大越　英雄

教育民生常任委員会 継続審査

　請願２件と陳情３件は次のとおり付託委員会で審議
され、本会議で請願１件を趣旨採択・１件を採択とし、
陳情２件を採択・１件を継続審査と決定しました。

原案
可決

原案
可決

原案
可決

否決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

●山本農林産物展示販売施設の設置及
び管理運営に関する条例の一部改正

●琴丘農林水産物直売供給施設の設置及
び管理運営に関する条例の一部改正

●温泉供給許可について

●工事請負契約の締結
　（ゆめろん改修工事）

●工事請負契約の締結
　（ゆめろん改修工事）

●平成27年度公共下水道事業特別会計
への繰入

●平成27年度農業集落排水事業特別会
計への繰入

●平成27年度一般会計予算の補正

●平成27年度公共下水道事業特別会計
予算の補正

●平成27年度農業集落排水事業特別会
計予算の補正
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琴

丘

地

域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ア
オ
ル
ト
事
業

町
民  

ク
ア
オ
ル
ト
の
事
業
が

良
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
目
的

を
教
え
て
ほ
し
い
。

議
会  

ク
ア
オ
ル
ト
の
実
践
を

通
じ
て
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
自
己
管
理
を
す
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
あ
る
。

　

医
療
費
を
下
げ
る
こ
と
を
最

終
目
的
に
し
て
い
る
。

町
民  

温
泉
の
Ｐ
Ｒ
は
さ
れ
て

い
る
が
、
医
療
費
の
削
減
が
目

標
で
あ
る
こ
と
は
良
く
理
解
さ

れ
て
い
な
い
の
で
Ｐ
Ｒ
の
仕
方

を
考
え
る
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
森
岳
温
泉
を
も
っ
と

活
用
し
て
ほ
し
い
。

議
会  

ク
ア
オ
ル
ト
は
健
康
維

持
増
進
の
た
め
に
取
組
ん
で
い

る
事
業
な
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

森
岳
温
泉
を
活
用
す
る
こ
と

と
、
医
療
費
の
削
減
を
目
標
と

す
る
こ
と
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る

よ
う
当
局
に
伝
え
る
こ
と
に
す

る
。

町
か
ら
の
回
答　

町
民
が
「
み

た
ね
型
ク
ア
オ
ル
ト
」
に
取
組

む
こ
と
に
よ
り
健
康
意
識
が
向

上
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣

が
改
善
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し

て
将
来
的
に
医
療
費
等
の
抑
制

に
つ
な
が
り
、
最
終
的
に
は
、

若
い
世
代
の
負
担
軽
減
に
結
び

つ
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
さ

ら
に
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
く
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
。

　

ま
た
、
森
岳
温
泉
は
、
こ
れ

ま
で
も
入
浴
、
昼
食
等
で
活
用

し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
町
外

か
ら
の
利
用
者
を
対
象
と
し
た
、

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
滞

在
型
の
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
を
企
画

し
、
そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

町
民  

ク
ア
オ
ル
ト
に
参
加
す

る
と
き
、
集
合
地
点
に
行
く
の

が
大
変
な
の
で
、
身
近
で
運
動

が
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
べ
き

だ
。

議
会  

善
処
す
る
よ
う
当
局
に

伝
え
る
こ
と
に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

今
後
、
ク
ア

オ
ル
ト
研
究
機
構
か
ら
コ
ー
ス

が
認
定
さ
れ
た
場
合
や
ク
ア
オ

ル
ト
運
動
教
室
を
開
催
す
る
場

合
は
、
巡
回
バ
ス
等
の
運
行
を

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
各

集
落
に
簡
易
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
作
り
、
普
及
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

残
存
湖
の
浚
渫

町
民  

鯉
川
川
の
河
口
の
浚
渫

だ
け
で
な
く
残
存
湖
全
体
の
浚

渫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

干
拓
以
来
実
施
し
た
こ
と
が

あ
る
の
か
。

議
会  

実
施
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

鯉
川
地
区
の
河
口
の
浚
渫
を

県
に
相
談
し
て
お
り
、
１２
月
頃

か
ら
取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

町
の
総
合
戦
略

町
民  

町
は
、
総
合
戦
略
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
内
容
を
分
か
り
や
す
く
し

て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
は
、

町
に
ま
か
せ
な
い
で
、
議
員
で

提
案
を
し
て
ほ
し
い
。

議
会  

総
合
戦
略
や
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て
は
当
局
か
ら
の

説
明
は
あ
っ
た
が
、
今
後
も
取

組
み
の
進
捗
状
況
を
随
時
報
告

す
る
よ
う
に
伝
え
て
あ
る
。

町民との意見交換を実施

　

三
種
町
議
会
が
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
「
町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」
が

１１
月
４
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て
町

内
９
ヵ
所
で
開
か
れ
、
５８
人
の
住
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
懇
談
会
の
中
で
出
さ
れ

た
意
見
や
提
言
に
対
す
る
議
会
と
町
か

ら
の
回
答
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

第２回 町民と議会との懇談会報告

上岩川生活改善センター
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五
郎
文
庫

町
民  

五
郎
文
庫
へ
の
予
算
に

つ
い
て
議
会
で
あ
ま
り
良
く
思

わ
な
い
よ
う
な
質
問
が
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
る
が
、
議
員

の
皆
さ
ん
に
理
解
を
し
て
ほ
し

い
。

議
会  

五
郎
文
庫
に
は
良
い
評

価
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
人
が
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
実
践
し
て
い
る

こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
思
う
。

森
林
整
備

町
民  

町
の
予
算
の
中
に
森
林

の
保
全
に
関
す
る
事
業
が
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
が
、
森
林
整
備

に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

特
に
林
道
整
備
を
進
め
て
ほ

し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
個
人
で

も
下
刈
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

整
備
が
進
む
と
思
う
。

議
会  

確
か
に
予
算
は
少
な
い

の
で
、
当
局
に
提
言
を
す
る
こ

と
に
す
る
。

　

ま
た
、
県
の
予
算
を
う
ま
く

利
活
用
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

当
局
の
議
会
答
弁

町
民  

議
会
で
傍
聴
し
て
い
て

も
当
局
側
の
答
弁
が
聞
こ
え
な

い
の
で
、
改
善
を
し
て
ほ
し
い
。

議
会  

議
会
事
務
局
を
通
じ
当

局
に
改
善
を
要
望
す
る
こ
と
に

す
る
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業

町
民  

ク
ア
オ
ル
ト
推
進
室
に

職
員
は
何
名
い
る
か
。

議
会  

専
任
職
員
２
名
、
併
任

職
員
１
名
、
支
援
員
と
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
２
名
で
あ

る
。

ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事

町
民  

ゆ
め
ろ
ん
に
は
プ
ー
ル

は
設
置
さ
れ
る
の
か
。

議
会  

歩
行
型
の
プ
ー
ル
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
町
民  
ゆ
め
ろ
ん
と
さ
ざ
な
み

苑
の
入
館
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

議
会  

入
館
料
に
つ
い
て
は
当

局
に
お
い
て
試
算
中
で
あ
る
。

町
民  

ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
費

の
財
源
内
訳
は
。

議
会  

県
の
未
来
づ
く
り
交
付

金
が
２
億
円
、
残
り
は
過
疎
債

地
方
創
生
へ
の
取
組
み

町
民  

地
方
創
生
に
向
け
、
町

で
は
ど
う
取
組
む
の
か
。

議
会  

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
で
農
業
で
は

じ
ゅ
ん
さ
い
を
目
玉
に
据
え
て

取
組
む
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

町
民
バ
ス
の
有
効
利
用

町
民  

路
線
バ
ス
を
見
直
し
て
、

町
民
バ
ス
を
有
効
利
用
し
た
ら

利
用
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

議
会  
当
局
に
検
討
を
依
頼
す

る
。

町
か
ら
の
回
答　

路
線
バ
ス
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
町
民
バ
ス
が
走
れ
な
い
と

い
う
決
ま
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
の
み
の
判
断
で
で
き
な
い
た

め
簡
単
で
は
な
い
が
、
今
後
と

も
、
関
係
者
と
十
分
な
話
し
合

い
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員
定
数

町
民  

次
回
の
改
選
時
に
は
議

員
定
数
を
減
ら
す
の
か
。

議
会  

人
口
減
に
あ
わ
せ
、
議

論
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。　

町
民  

ゆ
め
ろ
ん
が
ク
ア
オ
ル

ト
の
拠
点
と
な
っ
た
経
緯
は
。

議
会  

理
由
の
一
つ
と
し
て
、

ゆ
め
ろ
ん
の
改
修
費
の
財
源
と

し
て
未
来
づ
く
り
交
付
金
２
億

円
を
県
か
ら
受
け
る
た
め
に
は
、

ク
ア
オ
ル
ト
の
拠
点
を
ゆ
め
ろ

ん
に
置
く
こ
と
に
し
た
方
が
交

付
を
受
け
や
す
い
と
い
う
事
情

も
あ
っ
た
と
思
う
。

　
町
民  

ゆ
め
ろ
ん
の
将
来
的
な

採
算
性
は
ど
う
か
。

議
会  

当
局
の
試
算
で
は
プ
ラ

ス
の
見
込
み
に
な
る
と
し
て
い

る
。

町
民  

ゆ
め
ろ
ん
よ
り
泉
質
の

豊
か
な
森
岳
温
泉
を
開
発
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
先
で
は
な
い
か
。

議
会  

同
様
の
意
見
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
る
の
も
事
実
で
あ

る
。

町
民
バ
ス

町
民  

上
岩
川
地
区
の
町
民
バ

ス
を
土
日
も
運
行
し
て
欲
し
い
。

議
会  
当
局
に
よ
る
と
、
町
民

バ
ス
は
公
共
機
関
や
病
院
に
行

く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
土
日

は
運
行
し
て
い
な
い
。

研
修
バ
ス

町
民  

研
修
バ
ス
の
利
用
目
的

を
も
っ
と
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

議
会  

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

市
町
村
が
保

有
す
る
自
家
用
バ
ス
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
道
路
運
送
法
に
よ

り
次
の
事
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

○
運
送
に
対
し
て
報
酬
、
実
費

な
ど
を
徴
収
す
る
「
有
償
」

で
の
使
用

○
有
償
、
無
償
に
か
か
わ
ら
ず

次
の
よ
う
な
使
用
範
囲
を
超

え
た
運
送

・
そ
の
市
町
村
自
ら
主
催
、
後

援
す
る
行
事
や
事
業
以
外
で

の
使
用

・
市
町
村
が
管
理
す
る
施
設
等

へ
の
送
迎
で
、
最
寄
り
の
駅

ま
た
は
バ
ス
停
留
所
等
を
超

え
る
場
所
へ
の
送
迎

　

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
三
種
町

バ
ス
運
行
規
程
が
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
以
上
の
利
用
範

囲
は
広
げ
ら
れ
な
い
。
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業
務
は
従
事
す
る
人
が
い
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

●
職
員
教
育
に
つ
い
て
、
自
分

達
で
率
先
し
て
勉
強
を
す
る

な
ど
し
て
、
資
質
を
高
め
て

ほ
し
い
。

　

総
合
戦
略
で
は
、
重
点
項

目
を
設
け
、
か
つ
独
自
性
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
。

●
ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
の
問
題

は
、
入
札
の
あ
り
方
が
問
題

な
の
で
は
な
い
か
。

　

入
札
の
あ
り
方
を
議
会
で

も
し
っ
か
り
審
議
し
て
ほ
し

い
。山

本

地

域

　
　
　
　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

町
民  

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

補
助
が
あ
る
が
ス
ト
ー
ブ
の
値

段
は
い
く
ら
か
。

議
会  

相
場
は
２０
〜
３０
万
円
で

あ
る
。

ゴ
ミ
捨
て
問
題

町
民  

蛭
沢
集
落
に
ご
み
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
何
と
か
な
ら

な
い
か
。

議
会  

調
査
し
て
対
応
す
る
よ

う
場
合
が
あ
り
、
後
者
の
場
合

は
一
般
募
集
し
た
人
と
契
約
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
地
域
ご

と
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
は
難

し
く
、
委
託
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
か
ら
経
験
を
積
ん
で
も
ら
い

地
域
の
道
路
事
情
を
習
熟
し
て

も
ら
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
の

で
、
地
域
の
ご
理
解
を
お
願
い

す
る
。

消
防
団

町
民  
機
能
別
団
員
に
も
手
袋

や
ハ
ン
テ
ン
の
支
給
を
お
願
い

し
た
い
。

議
会  

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

手
袋
は
今
年

度
中
に
支
給
の
予
定
で
あ
り
、

ハ
ン
テ
ン
に
つ
い
て
も
平
成
２８

年
度
に
支
給
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
・
意
見
な
ど
〉

●
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
の
助

成
金
に
は
、
古
い
祭
り
に
も

予
算
を
付
け
る
べ
き
だ
。

●
全
自
治
会
で
共
通
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
町
で
実
施
す

べ
き
だ
。
例
え
ば
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
よ
う
な
集
金

集
落
名
看
板

町
民  

集
落
名
の
看
板
を
設
置

し
て
欲
し
い
。

議
会  
自
治
会
か
ら
の
要
望
と

し
て
当
局
に
相
談
し
た
方
が
よ

い
。

房
住
山

町
民  

登
山
道
の
刈
り
払
い
を

し
っ
か
り
や
っ
て
欲
し
い
。

議
会  

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

最
初
の
刈
り

払
い
を
山
開
き
に
合
わ
せ
て
実

施
し
、
そ
れ
以
降
は
状
況
を
み

な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
房
住
山

に
は
年
間
を
通
し
て
登
山
者
が

訪
れ
る
の
で
、
今
後
も
適
切
な

対
応
を
し
て
い
く
。

除　

雪

町
民  

除
雪
の
や
り
方
が
悪
い
。

地
域
の
道
路
事
情
に
詳
し
い
地

元
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
ほ
し
い
。

議
会  

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

除
雪
に
つ
い

て
は
、
業
者
等
へ
の
一
括
委
託

と
町
の
除
雪
機
械
を
貸
与
し
た

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
委
託
し
て
行

う
に
当
局
へ
伝
え
る
。

町
か
ら
の
回
答　

蛭
沢
地
区
を

巡
回
し
て
い
る
不
法
投
棄
監
視

員
が
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
処
理
を

し
て
い
る
。

三
種
川
河
川
改
修

町
民  

三
種
川
河
川
改
修
に
つ

い
て
町
で
は
ど
う
関
わ
っ
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
改
修
は
登
記
の
問
題

も
あ
る
の
で
積
極
的
に
仲
介
し

て
ほ
し
い
。

議
会  

河
川
改
修
は
県
の
事
業

で
あ
り
、
計
画
で
は
、
総
額

３２
億
円
で
５
年
間
の
事
業
で
あ

る
。
河
川
改
修
に
伴
う
登
記
の

問
題
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い

る
の
で
、
町
で
仲
介
の
労
を
と

る
よ
う
伝
え
る
こ
と
に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

町
で
は
三
種

川
河
川
改
修
促
進
協
議
会
を
設

立
し
、
毎
年
、
国
・
県
の
関
係

機
関
等
に
早
期
改
修
の
要
望
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
県
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
改
修
や
維

持
管
理
事
業
に
取
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
県
が
平
成
２５
年
度

に
策
定
し
た
２０
年
期
間
で
の
河

川
整
備
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら

は
家
屋
浸
水
被
害
の
早
期
解
消

に
向
け
た
床
上
浸
水
対
策
特
別

緊
急
事
業
も
５
ヶ
年
計
画
で
採

択
さ
れ
て
お
り
、
町
で
は
こ
れ

ら
の
事
業
に
伴
う
調
査
や
立

会
等
に
協
力
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
登
記
関
係
に
つ
い
て
も
円

滑
な
事
業
推
進
に
向
け
た
対
応

を
取
っ
て
い
る
の
で
、
地
元
関

係
者
の
方
々
に
も
事
業
へ
の
さ

ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

空
き
小
屋
問
題

町
民  

外
の
沢
集
落
の
町
道
の

横
に
空
き
小
屋
が
あ
り
、
風
が

強
い
と
小
屋
の
ト
タ
ン
等
が
飛

び
危
険
で
あ
る
。

　

役
場
か
ら
所
有
者
に
話
を
し

て
く
れ
と
お
願
い
し
て
い
る
が

対
応
し
て
く
れ
な
い
。
何
と
か

な
ら
な
い
か
。

議
会  

担
当
課
に
連
絡
を
し
て

確
認
さ
せ
る
。

町
か
ら
の
回
答　

対
象
物
件
は

現
地
確
認
し
て
お
り
、
建
物
の

規
模
が
比
較
的
小
さ
い
こ
と
と

非
住
家
で
あ
る
た
め
、
役
場
が

立
ち
入
る
前
に
所
有
者
ま
た
は

地
域
に
お
い
て
解
決
し
て
い
た
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だ
き
た
い
旨
を
依
頼
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
自
治
会
長
に
お

願
い
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

見
通
し
の
悪
い
道
路

町
民  

県
道
（
牛
沢
集
落
入
口
）

周
辺
の
道
路
脇
の
枝
が
邪
魔
で

見
通
し
が
悪
い
の
で
、
枝
打
ち

を
お
願
い
す
る
。

議
会  

町
で
対
応
す
る
よ
う
伝

え
る
。

町
か
ら
の
回
答　

要
望
箇
所
付

る
が
、
規
制
緩
和
に
よ
り
不
利

益
を
受
け
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

　

今
後
、
国
や
県
等
の
情
報
を

確
認
し
な
が
ら
、
既
存
業
者
の

支
援
方
法
も
含
め
検
討
し
て
い

く
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業

町
民  

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
と
は

何
か
。

議
会  

町
民
の
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
医

療
費
削
減
が
最
終
目
標
で
あ
る
。

人
口
減
少
、
定
住
問
題

町
民  

人
口
減
少
、
定
住
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

議
会  

人
口
減
少
は
、
町
に
就

職
先
が
少
な
い
の
が
そ
の
要
因

と
考
え
ら
れ
る
が
、
企
業
誘
致

と
な
る
と
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。

　

今
あ
る
町
の
企
業
を
ど
う
育

て
る
か
が
課
題
で
あ
り
、
企
業

の
支
援
策
を
考
え
て
い
る
。

小
学
校
の
統
合

町
民  

こ
ど
も
の
減
少
や
財
政

上
の
問
題
か
ら
も
小
学
校
の
統

合
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

近
の
支
障
木
に
つ
い
て
は
、
今

年
夏
に
県
に
連
絡
し
て
対
応
し

て
も
ら
っ
た
箇
所
も
あ
る
の
で
、

指
摘
の
箇
所
が
そ
れ
以
外
の
箇

所
か
ど
う
か
現
地
を
確
認
し
て

対
応
す
る
。

運
転
代
行
特
区

町
民  

森
岳
温
泉
を
よ
く
利
用

す
る
が
最
近
、
運
転
代
行
社
が

な
く
な
り
不
便
で
あ
る
。
報
道

で
は
特
区
で
自
家
用
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
く
の
で
、
当

局
に
調
べ
て
も
ら
い
検

討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

議
会  

当
局
に
伝
え
る

こ
と
に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

運
転

代
行
特
区
に
つ
い
て
は
、

国
家
戦
略
特
区
諮
問
会

議
が
安
倍
首
相
の
規
制

緩
和
の
指
示
を
受
け
、

今
年
度
内
に
特
区
内
で

の
限
定
解
禁
を
す
る
た

め
、
法
改
正
や
省
令
改

正
な
ど
を
行
い
た
い
と

し
て
い
る
。

　

三
種
町
内
に
は
現
在
、

代
行
業
者
が
３
社
、
タ

ク
シ
ー
業
者
が
１
社
あ

と
思
う
が
、
い
つ
ご
ろ
に
な
る

の
か
。

議
会  

地
域
の
考
え
方
も
あ
り
、

時
期
に
つ
い
て
は
検
討
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

町
か
ら
の
回
答　

年
度
内
に
学

校
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
意
向
調
査
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
地
域
の
声
を
十
分
に
聞
い

た
う
え
で
慎
重
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
、
今
後
の
動
向
に
つ

い
て
は
検
討
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

す
い
ら
ん
の
館
・
金
陵
の
館

町
民  

す
い
ら
ん
の
館
は
職
員

が
い
な
く
な
り
利
用
し
に
く
く

な
っ
た
。
鍵
を
借
り
に
支
所
ま

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

　

ま
た
、
金
陵
の
館
も
鍵
の
管

理
な
ど
利
用
の
仕
方
が
不
便
に

な
っ
た
の
で
、
臨
時
職
員
を
置

く
な
ど
の
改
善
は
で
き
な
い
か
。

議
会  

担
当
課
に
検
討
さ
せ
る
。

町
か
ら
の
回
答　

両
施
設
の
施

設
管
理
職
員
に
つ
い
て
は
、
料

金
収
納
が
主
な
業
務
で
あ
り
、

コ
ン
ビ
ニ
や
郵
便
局
で
の
収
納

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
廃
止

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
す
る
。

ゆ
め
ろ
ん
の
改
修
工
事

町
民  

ゆ
め
ろ
ん
の
改
修
工
事

に
つ
い
て
各
議
員
の
発
言
を
求

め
る
。

議
会 

・
結
論
と
し
て
、当
局
の
説
明
不

足
で
あ
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

・
当
局
の
説
明
は
確
か
に
１００
パ

ー
セ
ン
ト
で
は
な
い
が
、
そ

れ
よ
り
も
町
民
の
立
場
を
優

先
し
た
。

・
１
回
目
は
反
対
し
た
。
２
回

目
は
賛
成
し
た
が
、
当
局
の

説
明
不
足
は
確
か
だ
。

・
当
局
の
説
明
不
足
が
反
対
の

理
由
で
あ
る
。

・
当
初
予
算
は
賛
成
し
た
。
そ

の
後
、
入
札
に
対
し
て
は
、
そ

の
時
々
の
判
断
で
賛
否
を
決

め
た
。

・
入
札
も
し
て
い
な
い
の
に

２
千
５００
万
円
を
増
額
す
る
の

は
お
か
し
い
。
落
札
後
も
説

明
不
足
で
あ
っ
た
。
今
後
の

推
移
を
見
守
る
。

町
民  

説
明
を
聞
い
て
解
っ
た

が
、
２
度
目
の
入
札
を
や
る
べ

山本公民館
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農
地
の
基
盤
整
備

町
民  

暗
渠
事
業
等
の
農
地
施

設
の
整
備
を
も
っ
と
進
め
て
ほ

し
い
。

議
会  

当
局
へ
伝
え
る
こ
と
に

す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

国
の
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
等
の
定
額
助

成
を
利
用
し
、
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。

側
溝
の
蓋
の
設
置

町
民  

コ
メ
リ
前
の
側
溝
の
フ

タ
が
な
い
が
設
置
で
き
な
い
か
。

　

土
地
改
良
区
の
管
理
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
。

議
会  

ず
っ
と
以
前
か
ら
の
懸

案
事
項
だ
が
、
フ
タ
は
だ
め
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
付
け
る
の

も
一
案
で
は
な
い
か
。

街　

灯

町
民  

金
光
寺
橋
か
ら
豊
岡
ま

で
の
区
間
に
街
灯
の
設
置
を
。

議
会  

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

街
灯
に
関
し

て
は
自
治
会
で
話
合
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
を
基
に
要
望

　

議
案
質
疑
で
質
問
を
し
て
い

る
人
も
い
る
。

高
齢
者
世
帯
の
除
排
雪
支
援

町
民  

除
雪
作
業
に
つ
い
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
人

材
不
足
で
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
改
善
し
て
ほ
し
い
。

議
会  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
確
認
し
、
人
材
不
足
を
改

善
す
る
よ
う
伝
え
る
。

ゆ
う
ぱ
る
に
無
料
券
発
行
を

町
民  

住
民
の
福
祉
の
観
点
か

ら
、
ゆ
う
ぱ
る
の
無
料
券
を
発

行
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
欲

し
い
。

議
会  

以
前
に
町
に
提
言
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
積
極
的
な
回

答
が
な
か
っ
た
。

介
護
保
険
料

町
民  

当
町
の
介
護
保
険
料
は

高
い
の
で
は
な
い
か
。
工
夫
を

し
て
安
く
な
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。

議
会  

確
か
に
介
護
保
険
料
は

値
上
が
り
し
て
い
る
。
当
局
や

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

き
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
後
地

元
の
業
者
を
育
て
る
の
で
あ
れ

ば
、
多
少
の
掛
か
り
増
し
は
仕

方
が
な
い
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
設
計
を
精
査
し

た
と
言
う
が
誰
が
精
査
し
た
の

か
。

議
会  

精
査
し
た
の
は
担
当
課

だ
と
思
う
。

台
湾
交
流
事
業

町
民  

台
湾
交
流
事
業
に
つ
い

て
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

議
会  

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
や
人

的
交
流
を
図
る
こ
と
、
三
種
町

の
物
産
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
あ
る
。

議
員
の
一
般
質
問

町
民  

議
員
の
一
般
質
問
は
い

つ
も
同
じ
人
で
あ
る
。

　

他
の
議
員
は
な
ぜ
質
問
を
し

な
い
の
か
。

　

議
員
を
や
っ
て
い
る
以
上
、

質
問
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
は
順
番
制
に
し
て
は
ど

う
か
。

議
会  

議
会
と
し
て
は
強
要
は

で
き
な
い
。

　

一
般
質
問
は
し
な
い
が
課
へ

出
向
い
て
質
問
を
し
て
い
る
人

も
い
る
。

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

空
き
家
解
体

町
民  

集
落
で
空
き
家
解
体
（
所

有
者
死
亡
等
）
を
申
し
込
ん
だ
場

合
の
査
定
方
法
な
ど
は
ど
う
な

る
の
か
。

議
会  

建
物
の
権
利
が
誰
に
あ

る
か
な
ど
難
し
い
間
題
も
あ
る

が
、
条
例
が
で
き
た
の
で
こ
の

規
定
に
基
づ
き
進
め
る
こ
と
に

な
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

町
民  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
後
の
対
策

に
つ
い
て
、
県
な
ど
か
ら
方
針

な
ど
は
あ
る
の
か
。

議
会  

今
の
と
こ
ろ
全
く
な
い

が
、
い
ず
れ
県
の
方
針
が
決
ま

れ
ば
、 

町
と
し
て
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

と
も
補
償

町
民  

減
反
廃
止
に
よ
る
と
も

補
償
は
ど
う
な
る
の
か
。

議
会  

は
っ
き
り
と
答
弁
で
き

な
い
が
、
何
ら
か
の
補
填
は
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

町
の
広
報

町
民  

町
の
広
報
を
も
っ
と
町

民
に
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し

い
。

議
会  

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

町
の
広
報
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
厳

選
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
充

実
し
た
内
容
に
な
る
よ
う
に
、

常
に
、
気
を
配
っ
て
発
行
し
て

い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
分
か
り
や

す
い
広
報
に
な
る
よ
う
、
ま
た

町
民
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

広
報
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

　

な
お
、
分
か
り
に
く
い
内
容

や
、
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
内
容
が
あ
っ
た
ら
、

企
画
政
策
課
情
報
統
計
係
に
問

い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

消
防
防
災

町
民  

金
岡
地
区
に
防
火
水
槽
、

貯
水
槽
が
足
り
な
い
の
で
増
設

を
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
１１
月
〜
４
月
ま
で
の

水
源
確
保
の
た
め
、
夏
場
に
貯

水
で
き
る
施
設
を
整
備
し
て
ほ

し
い
。
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議
会  

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

消
防
団
山
本

支
団
へ
状
況
の
把
握
を
依
頼
し

て
い
る
が
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま

え
て
改
め
て
検
討
し
た
い
。

町
民  

冬
場
の
水
源
確
保
の
た

め
、
川
ま
で
の
通
路
の
除
雪
を

し
て
ほ
し
い
。

議
会 

担
当
課
に
伝
え
る
こ
と

に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

生
活
道
路
で

は
な
い
道
は
町
で
除
雪
で
き
な

い
の
で
、
消
防
水
利
確
保
の
た

め
の
除
雪
は
地
元
消
防
団
へ
お

願
い
す
る
し
か
な
い
の
が
実
状

で
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
・
意
見
な
ど
〉

●
農
業
基
盤
整
備
事
業
と
は
、

ど
う
い
う
事
業
な
の
か
。

●
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

つ
い
て
、
青
森
県
米
の
青
天

の
霹
靂
は
お
い
し
か
っ
た
。

当
町
に
も
岩
川
水
系
米
が
あ

る
の
で
、
も
っ
と
売
り
込
ん

で
み
て
は
ど
う
か
。

●
下
岩
川
小
学
校
改
修
工
事
の

予
算
が
あ
る
が
、
予
算
を
か

け
て
も
子
ど
も
が
少
な
く
、

後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。
ゆ

め
ろ
ん
は
後
回
し
で
も
先
に

作
っ
て
ほ
し
い
。

　

八

竜

地

域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
会
所
の
整
備

町
民  

集
会
所
の
整
備
計
画
は

三
種
町
全
域
を
対
象
に
し
て
い

る
の
か
。

議
会  

全
域
で
あ
る
。

町
民  

鵜
川
地
区
館
の
建
て
替

え
計
画
は
あ
る
の
か
。

議
会  

町
の
年
次
計
画
で
は
、

山
本
公
民
館
↓
浜
口
地
区
館
↓

鵜
川
地
区
館
↓
上
岩
川
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

除
雪
車

町
民  
除
雪
車
は
今
年
度
購
入

分
を
含
め
て
何
台
あ
る
の
か
。

議
会  

除
雪
ド
ー
ザ
９
台
、
モ

ー
タ
グ
レ
ー
ダ
ー
６
台
、
ロ
ー

タ
リ
除
雪
車
１
台
、
小
型
ロ
ー

タ
リ
除
雪
車
２
台
、
ミ
ニ
ロ
ー

ダ
３
台
で
あ
る
。

町
民  

浜
口
地
区
の
小
型
の
ロ

ー
タ
リ
除
雪
機
を
貸
し
出
せ
な

い
ず
れ
統
合
さ
れ
る
。
決
断

す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

●
統
合
す
れ
ば
下
岩
川
が
な
く

な
る
の
で
、
反
対
で
あ
る
。

●
上
岩
川
の
黒
森
に
た
め
池
を

作
れ
な
い
か
。
あ
れ
ば
下
岩

川
の
田
水
に
干
ば
つ
の
心
配

が
な
く
な
る
。

●
ゆ
め
ろ
ん
の
改
修
工
事
は
、

町
民
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ

ば
予
算
は
大
い
に
使
う
べ
き

で
あ
る
。

●
懇
談
会
の
開
催
時
期
・
時
間

に
つ
い
て
も
っ
と
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

●
子
育
て
支
援
事
業
を
無
償
に

し
て
欲
し
い
。

●
合
併
後
に
水
道
料
金
が
高
く

な
っ
た
。
料
金
の
積
算
方
法

を
見
直
し
て
欲
し
い
。

●
雪
捨
て
場
所
で
な
い
と
こ
ろ

に
勝
手
に
捨
て
て
い
る
人
が

い
る
。
地
権
者
と
自
治
会
が

話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
に
捨
て

て
も
ら
い
た
い
。

●
旧
山
本
町
の
時
代
に
積
み
立

て
ら
れ
た
役
場
を
つ
く
る
た

め
の
整
備
資
金
１
億
円
が
三

種
町
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ

れ
な
の
に
琴
丘
地
域
の
支
所

が
先
に
で
き
て
山
本
地
域
は

い
か
。

議
会  

貸
し
付
け
で
き
る
か
ど

う
か
確
認
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

浜
田
自
治
会

へ
問
い
合
わ
せ
た
が
、
他
の
自

治
会
へ
の
貸
し
出
し
は
考
え
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

公
債
費

町
民  

町
の
公
債
費
は
い
く
ら

あ
る
の
か
。

議
会  

合
計
で
約
１８７
億
円
（
元

金
）
で
あ
る
。

砂
飛
び
防
止

町
民  

釜
谷
地
区
で
砂
飛
び
が

激
し
く
、
砂
取
り
を
規
制
で
き

な
い
か
。

議
会  

松
く
い
虫
の
被
害
箇
所

も
含
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

農
地
基
盤
整
備

町
民  

農
業
基
盤
整
備
事
業
に

改
良
区
は
関
係
あ
る
の
か
。

議
会  

こ
の
事
業
は
土
地
改
良

区
に
申
請
す
る
も
の
だ
が
、
土

地
改
良
区
の
管
理
外
の
農
地
に

つ
い
て
は
、
町
へ
申
請
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

住
民
と
の
懇
談
会

町
民  

前
回
懇
談
会
を
行
う
意

義
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
た

が
、
議
会
広
報
の
紙
面
で
は
内

容
が
簡
単
に
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
前
回
も
質
問
を
し
た

が
、
議
会
選
挙
が
な
か
っ
た
た

め
議
員
の
公
約
が
わ
か
ら
な
い
。

公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会  

議
会
だ
よ
り
の
紙
面
の

関
係
で
ど
う
し
て
も
簡
素
な
内

容
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　

選
挙
後
は
議
員
立
候
補
の
公

約
を
載
せ
る
と
選
挙
違
反
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
載
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

安
保
関
連
法
案
に
関
す
る
請
願

町
民  

安
保
関
連
法
案
に
関
す

る
請
願
が
継
続
審
査
に
な
っ
た

が
、
採
択
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

議
会  

こ
の
請
願
は
、
総
務
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
委
員
会

で
は
継
続
審
査
に
し
た
が
、
本

会
議
で
再
審
査
の
動
議
が
出
さ

れ
採
決
の
結
果
否
決
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
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く
で
き
る
よ
う
議
会
か
ら
も
当

局
を
促
し
た
い
。

人
口
減
少
対
策

町
民  

人
口
減
少
が
激
し
く

な
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
減
少

の
速
度
を
緩
や
か
に
な
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

議
会
も
危
機
感
を
持
っ
て
対
策

を
考
え
て
ほ
し
い
。

議
会  

若
者
の
流
出
を
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
地
元
の
企
業
を
支
援

し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
う

す
る
こ
と
で
雇
用
の
増
加
と
、

人
口
減
少
に
対
す
る
歯
止
め
に

繋
が
る
と
思
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

町
民  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
人
を
議
会
で
も
支
援

を
し
て
ほ
し
い
。

　

三
種
町
の
空
き
地
、
耕
作
放

棄
地
が
増
え
る
の
は
寂
し
い
の

で
、
そ
れ
ら
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
貸
し
出
す
な
ど
考
え
て

は
ど
う
か
。

議
会  

議
会
も
先
駆
的
事
業
に

は
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

町
合
併
１０
周
年

町
民  

合
併
１０
周
年
に
な
る
が

総
括
す
る
の
か
。

　

そ
れ
を
町
民
に
知
ら
せ
る
の

か
。

議
会  

町
で
は
１０
周
年
記
念
事

業
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

総
括
等
、
具
体
的
な
対
応
に
つ

い
て
は
、
当
局
に
確
認
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

来
年
度
は
「
三

種
町
誕
生
１０
周
年
記
念
」
と
し

て
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。
１０

月
に
は
記
念
式
典
を
開
催
し
、

功
労
者
表
彰
や
記
念
映
像
の
放

映
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
三
種
町
合
併
１０
周
年

記
念
誌
」
を
発
行
し
、
全
戸
配

布
す
る
予
定
で
あ
る
。
記
念
誌

は
、
広
報
み
た
ね
に
掲
載
さ
れ

た
１０
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
を
編
集
す
る
予
定
で
あ
る
。

浜
口
地
区
館
の
改
修

町
民  

浜
口
地
区
館
は
、
老
朽

化
し
て
避
難
所
に
不
適
格
だ
と

思
う
の
で
、
再
考
し
て
は
ど
う

か
。

議
会  

浜
口
の
地
区
館
の
改
修

は
計
画
は
あ
る
も
の
の
、
い
つ

や
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
早

平
成
２８
年
度
予
算

町
民  

来
年
度
予
算
に
つ
い
て

議
員
の
考
え
は
。

議
会  
新
年
度
予
算
は
ま
だ
当

局
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

町
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
５
年

間
の
地
方
創
生
事
業
に
取
組
も

う
と
し
て
い
る
。
皆
様
か
ら
も

町
づ
く
り
に
提
言
が
あ
れ
ば
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

養
豚
場
の
悪
臭

町
民  

大
口
地
区
と
浜
田
地
区

の
養
豚
場
の
悪
臭
が
ひ
ど
い
。

何
と
か
な
ら
な
い
か
。
町
に
再

三
言
っ
て
い
る
が
解
決
し
な
い
。

議
会  

町
に
現
状
確
認
を
求
め

る
こ
と
に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

悪
臭
の
防
止

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
北

部
家
畜
保
健
衛
生
所
や
能
代
保

健
所
と
と
も
に
指
導
し
て
き
て

い
る
が
、
今
後
も
悪
臭
測
定
を

定
期
的
に
実
施
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
会
社
側
に
も

細
心
の
注
意
を
払
い
業
務
に
あ

た
る
よ
う
指
導
し
て
行
く
。

砂
丘
地
を
農
地
に

町
民  

松
く
い
の
被
害
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
金

を
か
け
続
け
て
良
い
の
か
。
思

い
切
っ
て
砂
丘
地
を
農
地
に
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
総
合
的
に
専

門
家
を
呼
び
診
断
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
砂
丘
農
地
特
区
に

し
て
は
ど
う
か
。

議
会  

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
松

く
い
虫
対
策
に
金
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
い
う
意
見
に

は
同
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

国
で
は
畑
作
を
重
視
し
た
政

策
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
松
く
い
被
害
地
の
畑
地

へ
の
転
換
が
、
ど
の
よ
う
な
形

で
あ
れ
ば
可
能
か
な
ど
、
提
言

の
内
容
は
、
将
来
に
向
け
て
の

検
討
課
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。

空
き
家
の
処
理

町
民  

空
き
家
に
入
居
し
て
、す

で
に
２
ヵ
月
た
っ
て
い
る
家
屋

が
あ
る
が
、
前
の
居
住
者
の
ご

み
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
入
居

し
た
人
が
困
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
ど
こ
で
処
理
す
べ
き
な
の
か
。

議
会  
早
急
に
確
認
す
る
よ
う

町
に
要
望
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

今
回
の
ケ
ー

ス
は
、
使
え
る
も
の
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
大
家
さ
ん
の
善
意
で
、

使
え
る
も
の
は
自
由
に
使
っ
て

も
良
い
と
い
う
計
ら
い
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
片
づ
け
に
際
し
て

も
捨
て
る
に
は
忍
び
な
い
物
も

多
く
、
後
日
開
催
さ
れ
た
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
品
し
、
そ

の
収
益
金
を
福
祉
団
体
に
寄
付

す
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お

り
、
そ
の
関
係
で
、
処
理
が
遅

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

空
き
家
の
活
用
に
は
、
数
多

い
部
屋
の
掃
除
、
大
量
の
不
用

品
の
廃
棄
、
大
型
家
具
の
移
動

な
ど
が
大
変
で
あ
る
と
い
う
問

題
が
あ
り
、
入
居
者
だ
け
で
は

手
に
負
え
な
い
現
状
が
あ
る
の

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
活
用
す

る
こ
と
を
奨
め
、
速
や
か
に
対

処
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

子
ど
も
議
会

町
民  

子
ど
も
議
会
（
小
・
中

学
生
）
ば
か
り
で
な
く
、
高
校

生
の
議
会
も
設
け
て
は
ど
う
か
。

議
会  

町
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
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〈
そ
の
他
の
質
問
・
意
見
な
ど
〉

●
鵜
川
地
区
館
の
建
て
替
え
を

早
く
お
願
い
し
た
い
。

●
ゆ
め
ろ
ん
の
改
修
工
事
を
早

期
完
成
し
て
ほ
し
い
。

●
太
陽
光
発
電
の
普
及
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

●
ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
の
入
札

の
経
緯
を
議
会
だ
よ
り
に
報

告
す
る
べ
き
。

●
町
の
ご
み
捨
て
場
は
有
限
で

あ
る
。
災
害
用
に
限
定
し
て

は
。

●
町
有
財
産
は
ど
の

く
ら
い
あ
っ
て
ど
う

活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。

●
町
民
の
認
知
症
に

対
す
る
理
解
が
少
な

い
。
ま
た
、
自
死
す

る
人
が
多
く
町
で
は

対
策
は
十
分
か
。

●
ゆ
め
ろ
ん
の
改
修
工

事
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
反

対
の
意
志
を
示
し
た

議
会
の
皆
さ
ん
は
良

く
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
思
う
。
今
回
の
問

題
は
、
町
民
か
ら
言

そ
う
す
べ
き
だ
と
思
う
。

舗
装
工
事

町
民  
浜
口
公
民
館
前
の
町
道

の
舗
装
工
事
が
ず
さ
ん
で
、
業

者
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
に
違
い

が
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
検
査

す
る
べ
き
で
あ
る
。

議
会  

建
設
課
に
確
認
す
る
こ

と
に
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

舗
装
工
事
に

つ
い
て
は
、
施
工
条
件
や
施
工

時
期
に
よ
り
舗
装
の
仕
上
が
り

面
に
影
響
す
る
場
合
が
あ
る

が
、
当
該
現
場
の
工
事
は
検
査

基
準
値
内
で
あ
り
、
検
査
に
は

合
格
し
て
い
る
の
で
ご
理
解
願

い
た
い
。

除
雪
車
の
出
動

町
民  

除
雪
車
が
頻
繁
に
来
る

が
、
本
来
は
雪
が
降
っ
て
か
ら

出
動
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

議
会  

建
設
課
に
確
認
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

除
雪
車
は
、

降
雪
時
以
外
で
も
地
吹
雪
に
よ

る
吹
き
溜
ま
り
、
暖
気
に
よ
る

路
面
の
轍
等
、
交
通
に
支
障
を

き
た
す
時
な
ど
に
も
出
動
す
る

場
合
が
あ
る
。

議
会  

当
局
に
説
明
不
足
が

あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　

改
め
て
１２
月
に
入
れ
ば
議
会

に
諮
ら
れ
る
と
思
う
。

町
民  

町
民
か
ら
見
る
と
、
本

当
に
や
る
気
が
あ
る
の
か
、
と

思
っ
て
し
ま
う
。

議
会  

１
回
目
は
入
札
を
３
分

割
で
行
っ
た
が
、
全
社
辞
退
で

不
調
に
終
わ
っ
た
。

　

２
回
目
の
入
札
は
１
本
化
で

行
い
町
内
の
業
者
が
落
札
を

し
た
が
、
そ
の
間
の
説
明
が
な

か
っ
た
の
で
、
否
決
に
な
っ
た
。

　

当
局
の
説
明
が
不
足
し
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
。

町
民  

新
聞
記
事
を
見
る
と
、

議
員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と

言
い
た
い
。

　

こ
の
事
業
は
進
め
な
け
れ
ば
、

町
の
恥
に
な
る
。
予
算
オ
ー
バ

ー
だ
ろ
う
が
や
る
と
決
め
た
事

は
や
る
べ
き
だ
。

議
会  

全
指
名
業
者
が
辞
退

を
し
た
こ
と
が
こ
と
の
は
じ

ま
り
で
あ
る
。
否
決
に
よ
っ
て

２
千
５００
万
円
が
い
ら
な
く
な
っ

た
の
で
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

Ｕ
字
溝
の
取
替
え

町
民  

Ｕ
字
溝
の
取
替
え
工
事

は
場
所
に
よ
っ
て
は
経
費
節
約

の
た
め
に
、
蓋
無
し
で
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

議
会  

建
設
課
に
確
認
す
る
。

町
か
ら
の
回
答　

施
工
場
所
に

よ
り
蓋
な
し
式
か
蓋
掛
け
式
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
い
る

が
、
住
宅
街
な
ど
で
は
将
来
的

な
判
断
で
蓋
掛
け
式
を
採
用
す

る
場
合
も
あ
る
。

小
作
料
の
支
払
手
続
き

町
民  

小
作
料
を
支
払
う
側
の

手
続
き
が
以
前
よ
り
む
ず
か
し

く
な
っ
た
。

議
会  

琴
丘
は
農
業
公
社
で

対
応
す
る
の
で
比
較
的
容
易
だ

が
、
山
本
地
域
、
八
竜
地
域
は

個
人
で
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
そ
の
よ
う
に
感

じ
る
と
思
う
。

ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
の
入
札
問
題

町
民  

入
札
の
こ
と
で
町
外
の

人
か
ら
も
言
わ
れ
た
り
、
笑
わ

れ
た
り
し
て
い
る
。

　

本
当
に
ゆ
め
ろ
ん
は
で
き
る

の
か
。

わ
せ
れ
ば
業
者
の
わ
が
ま
ま

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
言
う

べ
き
こ
と
は
言
う
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
姿
勢
を
貫
い
て
い

る
議
会
を
評
価
し
て
い
る
。

●
脳
ド
ッ
ク
や
メ
ロ
ン
畑
土
壌

消
毒
助
成
は
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

●
最
近
町
の
職
員
の
対
応
が
良

く
な
っ
て
い
る
。

浜口地区館
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～直売所シリーズ～
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三種町 議会だより

　

暖
冬
の
中
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
迎
え
皆
様
に
は

お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
の
暖
冬
は
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
が
関
係
し
て

い
る
み
た
い
で
す
が
、
暖

冬
で
も
大
雪
が
降
る
場
合

も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
さ
て
、
紙
面
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

が
２
回
目
を
終
え
そ
れ
ぞ

れ
各
地
域
の
課
題
、
要
望

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。

　

出
身
地
域
外
の
町
民
の

方
々
と
ひ
ざ
を
交
え
お
話

を
聞
く
の
も
、
刺
激
的
で

よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

狭
い
よ
う
で
広
い
三
種
町
、

住
み
よ
い
安
心
安
全
な
町

づ
く
り
の
た
め
、
町
民
と

議
員
が
話
し
合
う
よ
い
機

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
開
催
は
未
定
で
す

が
継
続
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
是

非
、
議
会
の
傍
聴
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

石
井　

秀
基　

記

編
集
後
記

～頑張ってます～

　冬場の野菜不足を補うため

年間計画を話し合い、会員各

自が独自の野菜を出すように

なり、新鮮野菜がとぎれるこ

となく、年々、品目も増えて

います。

　昨年、町より「加工所」を

建てて頂き、加工品による新

たな商品をお客様に提供できるようになりまし

た。加工所を併設することで販路が広がり、売り

上げ増にも結びつくので、琴丘地域ならではの献

立にするため、地元の野菜の美味しさを今一度ア

ピールするおかず作りを目標にしています。

　お客様に「また食べたい」とリピーターが増え

てくれるよう“お弁当”に力を入れており、おか

ずは日替わりとなるように献立を工夫しています。

～取り組んでいます～

　秋田の冬は季節色豊かな食べ物が多い中、きり

たんぽ・餅・漬物・干し柿・干し餅と琴丘ならで

はの商品の他、お客様から好評頂いているドラ焼

き・ラスク・大福等、手作りお菓子も取り揃えて

います。ベテランから若手まで研究熱心な会員が

試行錯誤をくり返し、買って頂ける物作りに励ん

でいます。

～目玉商品があります～

　新鮮で安い野菜に、こだわった手作り加工品と

工芸品、年中だしている漬物と春の山菜・塩漬け

と干した山菜など、ご紹介したい物が沢山あるの

で、道の駅ことおか『直売施設グリーンぴあ』に

直接足を運んで、ご自分の目で見て頂きたく、ど

うぞお立ち寄りください。

　お待ち申し上げております。

直売施設グリーンぴあ
　農家に嫁いだ頃は、地域の

交流も少なく、毎日家と畑を

往復するだけの寂しい職業だ

と思ったこともありますが、

直売所で農産物を販売するよ

うになり、女性の仲間が沢山

でき楽しい農業に変わったの

は、私だけではないと思いま

す。

　ドラゴンフレッシュセンターは、女性１０６名の

会員で運営しています。

　平成２６年には、店内を広げ加工施設も建てお

惣菜作りを始めました。自分達が育てた野菜を使

い、加工し販売しています。

　普段は、家族の陰で目立たないお母さん達です

が、直売所では女性が主役です。

　毎朝、お母さん達の元気な声で店内は活気に満

ち溢れ大賑わいとなります。

　会員の年齢は３０歳代から８０歳代と幅広く、い

ろいろなアイデアが商品になります。さすが！お

母さん！と感心させられます。

　季節の商品も春の野菜苗、夏のメロン、秋の干

し大根、冬のアスパラガス、根菜類と年中野菜は

豊富に揃っています。

　当番制でレジ係りもあり、お母さん達が直接消

費者と会話できる良い機会になっています。

　年に一度の研修旅行は、お母さん達の楽しみの

一つで、自分達にご褒美の時です。

　ドラゴンフレッシュセンターは、いつも元気

いっぱい輝いているお母さん達の直売所です。

　これからも、安全でおいしい野菜の販売に努力

し、お客様にずっと好感のもたれる直売所を目指

して頑張ります。

ドラゴンフレッシュセンター

まごころの会

会長  三浦久美子
グリーンメッセ縄文

会長  藤原　トモ


